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ＪＲ連合青年・女性委員会 幹事 柏井裕美 

 

平成２４年１月３１日、ＪＲ西労組広島地本会議室にて第３３回単組女性代表者会議を開催しまし

た。従来女性代表者と一部の男性幹事だけで行っていた当会議ですが、今回より、より一層の男女平

等参画推進のため、各単組から選出されている男性幹事も入り、男女が同じ意識を持って、より実質

的な課題解決の場とできるよう取り組みを強化しました。 

会議では、前田教育・広報部長より、現下のＪＲ連合における男女平等参画推進の取り組みを、日

本におけるディーセント・ワーク課題、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けたポイント等の説明

のほか、アンケート実態調査に基づく男女平等社会実現の必要性を訴え、より一層の推進に向けてな

にができるかを、労働組合での役員としての立場から自己視点で考えられるように課題提起をいただ

くなど、非常にわかりやすい内容で講義をいただきました。 

また、幹事側からの、連合中央女性集会での内容や、連合第３次男女平等参画推進計画、内閣府第

３次男女共同参画基本計画についての報告より、参加者全員で男女平等参画についての現代の労働者

を取り巻く環境を、より広い視点で考えることができました。 

最後に、各単組の代表より、それぞれの単組や会社における女性の在籍状況紹介や、具体的な男女

平等参画への取り組みや制度内容を紹介し情報交換し、それぞれの単組や会社における課題を共有す

るなどし、大変有意義な場とすることができました。 

会議後の懇親会でも、ゆっくりと単組間交流が図られ、横のつながりを強めることもできる良い機

会となりました。今後も活動方法や内容に工夫を加えてブラッシュアップしながら、活動を行ってい

きます。 

 


